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報告事項

１．小山田エリアにおけ

る里山環境再生・活用拠

点施設のあり方に関する

基本構想について

２．マーケットサウン

ディング調査の実施状況

について



1. 基本構想について



















2. サウンディング調査について

⚫ 調査の目的

基本構想で整理した諸課題の解決および民間活力の導入を踏まえ
た本施設の整備と管理運営に対する官民の役割分担を明確にする

⚫ 構想で整理した課題

① 持続可能な施設の運営につながる事業手法

② 事業の採算性が確保できる施設の設備や規模

③ 都市計画上の制限など法令による位置づけの整理

①・②について施設機能ごとに関連する事業者への調査を実施



サウンディング調査の状況（2025年2月現在）

⚫ 【機能別の方針１】アクティビティ関連事業者

№ 主な意見

１ • 現段階で実行可能なものから手を付けていくべき。
• 自転車やアクティビティの楽しめる地域になれば人が来てくれるのではないか。

２ • まずは地域で楽しんで活動している人からコミュニティづくりをやってみると良いのでは
ないか。

３ • 施設運営ではなくコンテンツ提供側としての協力ができると考える。

４ • 町田市は鉄道事情など来やすい立地にあるのでポテンシャルがある。
• 拠点施設について、運営側としての参入は難しいと感じる。「自走のお手伝い」といった
関わり方はできるのではないかと思う。



サウンディング調査の状況（ 2025年2月現在）
⚫ 【機能別の方針２】木材関連事業者（その１）

№ 主な意見

１ • 自社製品を通じ、町田市の様々な情報発信をお手伝いできればと考えている。
• 町田市で製材・乾燥まで行えるとインパクトがある。

２ • 人を集める施設、山林を整備する施設、どっちが先なのか。人を集めるだけでは難しい。
• 施設の設備として製材、人工乾燥機はあったほうが良い。
• 土場にはフォークリフトなど搬出入に必要な重機が必要
• 川上、川中、川下をとりまとめる組織（プラットフォーム）は必要。行政の関わりが重要

３ • 森林活用の検討には森林情報（樹種、植わっている本数など）が必要
• 来館者向けの体験提供は可能。アドバイザリーやデータ・技術提供はできるが運営は難し
い。

• 材木コーディネーターなどは不要。連携運営の指揮をするのは市など一人いればよい。
• 飲食が中心なのか木材がメインなのか、施設のコンセプトを明確にした方が良い。

４ • アドバイザー的な立場でノウハウ提供を行うことは可能
• 広葉樹林なので、薪として木材活用するのが良いではないか。



サウンディング調査の状況（ 2025年2月現在）
⚫ 【機能別の方針２】木材関連事業者（その２）

№ 主な意見

５ • 森林整備には安定した収入を得る必要性がある。その実現手段として、森林のクレジット
化（カーボンオフセットなど）が必要

６ • 木材の製材に当たっては丸太一本の歩留まりを意識しなくてはいけない。
• 家具といった末端加工をどうするのかはいったん置いておいて、まず板にするところまで
を考えてほしい。乾燥と一次製材が一番ネックな工程なので、そこに投資したほうが良い。

• 資源調査においては境界復元も重要。地籍の確定をかなりがっちりやっておかないと誤伐
に繋がる。

• 土場について、１０ｔ車が入れる・バック付けができる・3台幅程度、トラックが横付けで
きる広さが欲しい。補装はぬかるまなければ砕石程度でも良い。地面から湿気が上がらな
いようにしてあるのが理想的



サウンディング調査の状況（ 2025年2月現在）

⚫ 【機能別の方針３・４】飲食・物販関連事業者

№ 主な意見

１ • 飲食事業として参入する際に薪を里山で賄えると良いのではないか。
• 地域のキーマンや農業事業者などとのつなぎに関して、最初は行政にお願いしたい。この
エリアの里山をどうしていくかなど、全体のコーディネートは関連する人たちの共有が図
られるまでは、行政が入ったほうが良い。



サウンディング調査の結果
～持続可能な施設の運営～

調査結果 

① 事業者だけで拠点施設の運
営を担うことは難しい

② 行政の本気度や地域の機運
が重要

今後の取組

① 事業者・地域・行政が連携
した施設運営の仕組みづく
り

② 事業者と連携したイベント
の実施

② 里山資源（木材や竹材）
の活用促進と取組の周知
（方針２関連）



サウンディング調査の結果
～事業採算性の確保～

調査結果 

① 集客の見込みが分からず、
事業採算の見込みが立てづ
らい

② 小山田エリア内の資源量が
分からず、事業採算の見込
みが立てられない

今後の取組

① 事業者と連携したイベント
の実施（方針１・３・４関
連）

② 里山の資源に関する調査の
実施（方針２関連）
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